
(57)【要約】

【課題】　運転視界の更なる向上を、車体強度保ちつつ

、構造が単純で製造の手間とコストがかからないで行う

ことができる車両のフロントピラーを提供する。

【解決手段】　車室コーナー部よりも中央寄りに左右の

フロントピラー１１，１３が設けられた。また、運転席

２４に近いフロントピラー１１に隣接したコーナーウィ

ンドウ２５よりも、運転席２４から離れたフロントピラ

ー１３に隣接したコーナーウィンドウ２６の方が大きい

。さらに、車両１０の中軸線よりも運転席側に近づいた

位置に設けられたフロントウィンドウ８の両端に、２つ

のフロントピラー１１，１３を有する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 車 室 コ ー ナ ー 部 よ り も 中 央 寄 り に 左 右 の フ ロ ン ト ピ ラ ー が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る
車 両 の ボ デ ィ ー 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 運 転 席 に 近 い フ ロ ン ト ピ ラ ー に 隣 接 し た コ ー ナ ー ウ ィ ン ド ウ よ り も 、 前 記 運 転 席 か ら 離
れ た フ ロ ン ト ピ ラ ー に 隣 接 し た コ ー ナ ー ウ ィ ン ド ウ の 方 が 大 き い こ と を 特 徴 と す る 車 両 の
ボ デ ィ ー 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 車 両 の 中 軸 線 よ り も 運 転 席 側 に 近 づ い た 位 置 に 設 け ら れ た フ ロ ン ト ウ ィ ン ド ウ の 両
端 に 、 前 記 ２ つ の フ ロ ン ト ピ ラ ー を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 車 両
の ボ デ ィ ー 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 車 両 の 中 軸 線 よ り も 運 転 席 側 に 重 心 が あ る よ う に 配 置 さ れ た フ ロ ン ト ウ ィ ン ド ウ の
両 端 に 、 前 記 ２ つ の フ ロ ン ト ピ ラ ー を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 車
両 の ボ デ ィ ー 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 所 定 の 体 格 デ ー タ に 基 づ き 決 定 さ れ る 運 転 者 視 点 位 置 か ら 見 て 、 直 立 す る 角 度 で 前 記 ２
つ の フ ロ ン ト ピ ラ ー が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記
載 の 車 両 の ボ デ ィ ー 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ２ つ の フ ロ ン ト ピ ラ ー の 横 幅 は 、 共 に ６ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 車 両 の ボ デ ィ ー 構 造 。
【 請 求 項 ７ 】
　 右 ハ ン ド ル 車 の 車 両 の ボ デ ィ ー 構 造 で あ っ て 、
　 右 コ ー ナ ー ウ ィ ン ド ウ は 、 運 転 席 の 中 心 を 通 る 車 両 前 後 方 向 の 直 線 を 基 準 に 、 右 側 へ ３
５ 度 ～ ６ ０ 度 の 運 転 者 視 野 角 を 確 保 す る 位 置 に 設 け ら れ 、
　 左 コ ー ナ ー ウ ィ ン ド ウ は 、 前 記 直 線 を 基 準 に 、 左 側 へ ５ ０ 度 ～ ７ ５ 度 の 運 転 者 視 野 角 を
確 保 す る 位 置 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 車 両 の ボ デ ィ ー 構 造 。
【 請 求 項 ８ 】
　 左 ハ ン ド ル 車 の 車 両 の ボ デ ィ ー 構 造 で あ っ て 、
　 左 コ ー ナ ー ウ ィ ン ド ウ は 、 運 転 席 の 中 心 を 通 る 車 両 前 後 方 向 の 直 線 を 基 準 に 、 左 側 へ ３
５ 度 ～ ６ ０ 度 の 運 転 者 視 野 角 を 確 保 す る 位 置 に 設 け ら れ 、
　 右 コ ー ナ ー ウ ィ ン ド ウ は 、 前 記 直 線 を 基 準 に 、 右 側 へ ５ ０ 度 ～ ７ ５ 度 の 運 転 者 視 野 角 を
確 保 す る 位 置 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 車 両 の ボ デ ィ ー 構 造 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 右 コ ー ナ ー ウ ィ ン ド ウ の 両 端 に は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 右 フ ロ ン ト ピ ラ ー が 設 け ら れ
、
　 前 記 左 コ ー ナ ー ウ ィ ン ド ウ の 両 端 に は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 左 フ ロ ン ト ピ ラ ー が 設 け ら れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ ま た は ８ 記 載 の 車 両 の ボ デ ィ ー 構 造 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 右 コ ー ナ ー ウ ィ ン ド ウ の 両 端 に は 、 第 １ の 右 フ ロ ン ト ピ ラ ー お よ び 右 サ イ ド ピ ラ ー
が 設 け ら れ 、
　 前 記 左 コ ー ナ ー ウ ィ ン ド ウ の 両 端 に は 、 第 １ の 左 フ ロ ン ト ピ ラ ー お よ び 左 サ イ ド ピ ラ ー
が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ ま た は ８ 記 載 の 車 両 の ボ デ ィ ー 構 造 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 所 定 の 体 格 デ ー タ に 基 づ き 決 定 さ れ る 運 転 者 視 点 位 置 か ら 見 て 、 直 立 す る 角 度 で 前 記 コ
ー ナ ー ウ ィ ン ド ウ 端 に 第 １ の 右 フ ロ ン ト ピ ラ ー お よ び 前 記 第 ２ の フ ロ ン ト ピ ラ ー が 設 け ら
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ ～ １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 車 両 の ボ デ ィ ー 構 造 。
【 請 求 項 １ ２ 】
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　 前 記 第 １ の 右 フ ロ ン ト ピ ラ ー お よ び 第 １ の 左 フ ロ ン ト ピ ラ ー の 横 幅 は 、 共 に ６ ０ ｍ ｍ 以
下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ ～ １ １ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 車 両 の ボ デ ィ ー 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 車 両 の ボ デ ィ ー 構 造 に 関 し 、 特 に 、 運 転 視 界 を 向 上 さ せ る た め の 車 両 の フ ロ
ン ト ピ ラ ー を 有 す る 車 両 の ボ デ ィ ー 構 造 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り ４ 輪 自 動 車 に は 様 々 な 改 良 が な さ れ 、 快 適 性 、 性 能 お よ び 各 種 効 率 の 向 上 が 実
現 し て き た 。 例 え ば 、 従 来 車 の フ ロ ン ト ピ ラ ー に 関 し て は 、 そ の 断 面 形 状 や 材 質 の 工 夫 に
よ っ て 、 左 右 斜 め 方 向 の あ る 程 度 の 視 野 を 確 保 し つ つ 、 十 分 な 車 両 強 度 が 得 ら れ る よ う に
設 け ら れ て い る 。 と こ ろ で 、 運 転 者 は 、 特 に 交 差 点 右 左 折 時 に 前 方 に 加 え 左 右 方 向 等 、 周
囲 の 慎 重 な 確 認 が 要 求 さ れ る 。 周 囲 の 視 認 の 際 、 従 来 の 車 両 構 造 上 ど う し て も Ａ ピ ラ ー （
フ ロ ン ト ピ ラ ー ） に よ る 視 界 遮 蔽 部 が 発 生 し て し ま う 。 そ れ を 回 避 す る た め 、 （ １ ） ピ ラ
ー を 廃 し た 構 造 の 車 両 や 、 （ ２ ） 三 角 形 の 隙 間 を 多 数 設 け た ト ラ ス 構 造 の ピ ラ ー に よ る 視
界 遮 蔽 部 を で き る だ け 少 な く す る 車 両 等 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ８ ４ ０ ３ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 視 界 遮 蔽 部 を な く す よ う に ピ ラ ー を 廃 し た 構 造 の 車 両 に お い て は 、 車 体 強 度 を 保 つ こ と
が 困 難 で あ る と い う 問 題 が あ る 。 こ の よ う な ピ ラ ー を 廃 し た 車 両 は 強 度 面 等 の 事 情 に よ り
、 実 現 化 に 至 っ て い な い 。 ま た 、 ピ ラ ー に よ る 視 界 遮 蔽 部 を 少 な く す る た め に 三 角 形 の 隙
間 を 多 数 設 け た ト ラ ス 構 造 の ピ ラ ー で は 、 そ の 構 造 が 非 常 に 複 雑 で 、 製 造 の 手 間 と コ ス ト
が か か る と い う 問 題 が あ る 。 ま た 、 こ の よ う な ピ ラ ー 構 造 で は 、 ト ラ ス 部 分 に よ っ て 視 認
性 の 向 上 に 限 度 が あ る 。 車 両 が 直 進 時 の み な ら ず 、 右 左 折 時 に お い て も 視 認 性 を よ り 良 く
す る よ う な 車 両 の ピ ラ ー 構 造 は 、 運 転 時 の ス ト レ ス を 低 減 さ せ 、 快 適 性 を よ り 向 上 さ せ る
こ と と な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 上 記 の 問 題 に 鑑 み 、 運 転 視 界 の 更 な る 向 上 を 、 車 体 強 度 を 保 ち つ つ 、
構 造 が 単 純 で 製 造 の 手 間 と コ ス ト が か か ら な い で 実 現 で き る 車 両 の ボ デ ィ ー 構 造 を 提 供 す
る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に 係 る 車 両 の ボ デ ィ ー 構 造 は 、 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 次 の よ う に 構 成 さ
れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 第 １ の 車 両 の ボ デ ィ ー 構 造 （ 請 求 項 １ に 対 応 ） は 、 車 室 コ ー ナ ー 部 よ り も 中 央 寄 り に 左
右 の フ ロ ン ト ピ ラ ー が 設 け ら れ た こ と で 特 徴 づ け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 第 ２ の 車 両 の ボ デ ィ ー 構 造 （ 請 求 項 ２ に 対 応 ） は 、 運 転 席 に 近 い フ ロ ン ト ピ ラ ー に 隣 接
し た コ ー ナ ー ウ ィ ン ド ウ よ り も 、 運 転 席 か ら 離 れ た フ ロ ン ト ピ ラ ー に 隣 接 し た コ ー ナ ー ウ
ィ ン ド ウ の 方 が 大 き い こ と で 特 徴 づ け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 第 ３ の 車 両 の ボ デ ィ ー 構 造 （ 請 求 項 ３ に 対 応 ） は 、 上 記 の 構 成 に お い て 、 好 ま し く は 車
両 の 中 軸 線 よ り も 運 転 席 側 に 近 づ い た 位 置 に 設 け ら れ た フ ロ ン ト ウ ィ ン ド ウ の 両 端 に 、 ２
つ の フ ロ ン ト ピ ラ ー を 有 す る こ と で 特 徴 づ け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 ４ の 車 両 の ボ デ ィ ー 構 造 （ 請 求 項 ４ に 対 応 ） は 、 上 記 の 構 成 に お い て 、 好 ま し く は 車
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両 の 中 軸 線 よ り も 運 転 席 側 に 重 心 が あ る よ う に 配 置 さ れ た フ ロ ン ト ウ ィ ン ド ウ の 両 端 に 、
２ つ の フ ロ ン ト ピ ラ ー を 有 す る こ と で 特 徴 づ け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 ５ の 車 両 の ボ デ ィ ー 構 造 （ 請 求 項 ５ に 対 応 ） は 、 上 記 の 構 成 に お い て 、 好 ま し く は 所
定 の 体 格 デ ー タ に 基 づ き 決 定 さ れ る 運 転 者 視 点 位 置 か ら 見 て 、 直 立 す る 角 度 で ２ つ の フ ロ
ン ト ピ ラ ー が 設 け ら れ て い る こ と で 特 徴 づ け ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 ６ の 車 両 の ボ デ ィ ー 構 造 （ 請 求 項 ６ に 対 応 ） は 、 上 記 の 構 成 に お い て 、 好 ま し く は ２
つ の フ ロ ン ト ピ ラ ー の 横 幅 は 、 共 に ６ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る こ と で 特 徴 づ け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 ７ の 車 両 の ボ デ ィ ー 構 造 （ 請 求 項 ７ に 対 応 ） は 、 右 ハ ン ド ル 車 の 車 両 の ボ デ ィ ー 構 造
で あ っ て 、 右 コ ー ナ ー ウ ィ ン ド ウ は 、 運 転 席 の 中 心 を 通 る 車 両 前 後 方 向 の 直 線 を 基 準 に 、
右 側 へ ３ ５ 度 ～ ６ ０ 度 の 運 転 者 視 野 角 を 確 保 す る 位 置 に 設 け ら れ 、 左 コ ー ナ ー ウ ィ ン ド ウ
は 、 直 線 を 基 準 に 、 左 側 へ ５ ０ 度 ～ ７ ５ 度 の 運 転 者 視 野 角 を 確 保 す る 位 置 に 設 け ら れ て い
る こ と で 特 徴 づ け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 ８ の 車 両 の ボ デ ィ ー 構 造 （ 請 求 項 ８ に 対 応 ） は 、 左 ハ ン ド ル 車 の 車 両 の ボ デ ィ ー 構 造
で あ っ て 、 左 コ ー ナ ー ウ ィ ン ド ウ は 、 運 転 席 の 中 心 を 通 る 車 両 前 後 方 向 の 直 線 を 基 準 に 、
左 側 へ ３ ５ 度 ～ ６ ０ 度 の 運 転 者 視 野 角 を 確 保 す る 位 置 に 設 け ら れ 、 右 コ ー ナ ー ウ ィ ン ド ウ
は 、 直 線 を 基 準 に 、 右 側 へ ５ ０ 度 ～ ７ ５ 度 の 運 転 者 視 野 角 を 確 保 す る 位 置 に 設 け ら れ て い
る こ と で 特 徴 づ け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 ９ の 車 両 の ボ デ ィ ー 構 造 （ 請 求 項 ９ に 対 応 ） は 、 上 記 の 構 成 に お い て 、 好 ま し く は 右
コ ー ナ ー ウ ィ ン ド ウ の 両 端 に は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 右 フ ロ ン ト ピ ラ ー が 設 け ら れ 、 左 コ ー
ナ ー ウ ィ ン ド ウ の 両 端 に は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 左 フ ロ ン ト ピ ラ ー が 設 け ら れ て い る こ と で
特 徴 づ け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 １ ０ の 車 両 の ボ デ ィ ー 構 造 （ 請 求 項 １ ０ に 対 応 ） は 、 上 記 の 構 成 に お い て 、 好 ま し く
は 右 コ ー ナ ー ウ ィ ン ド ウ の 両 端 に は 、 第 １ の 右 フ ロ ン ト ピ ラ ー お よ び 右 サ イ ド ピ ラ ー が 設
け ら れ 、 左 コ ー ナ ー ウ ィ ン ド ウ の 両 端 に は 、 第 １ の 左 フ ロ ン ト ピ ラ ー お よ び 左 サ イ ド ピ ラ
ー が 設 け ら れ て い る こ と で 特 徴 づ け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 １ １ の 車 両 の ボ デ ィ ー 構 造 （ 請 求 項 １ １ に 対 応 ） は 、 上 記 の 構 成 に お い て 、 好 ま し く
は 所 定 の 体 格 デ ー タ に 基 づ き 決 定 さ れ る 運 転 者 視 点 位 置 か ら 見 て 、 直 立 す る 角 度 で コ ー ナ
ー ウ ィ ン ド ウ 端 に 第 １ の 右 フ ロ ン ト ピ ラ ー お よ び 第 ２ の フ ロ ン ト ピ ラ ー が 設 け ら れ て い る
こ と で 特 徴 づ け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 １ ２ の 車 両 の ボ デ ィ ー 構 造 （ 請 求 項 １ ２ に 対 応 ） は 、 上 記 の 構 成 に お い て 、 好 ま し く
は 第 １ の 右 フ ロ ン ト ピ ラ ー お よ び 第 １ の 左 フ ロ ン ト ピ ラ ー の 横 幅 は 、 共 に ６ ０ ｍ ｍ 以 下 で
あ る こ と で 特 徴 づ け ら れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 車 両 の 右 フ ロ ン ト ピ ラ ー を 第 １ の 右 フ ロ ン ト ピ ラ ー お よ び 第 ２ の 右 フ
ロ ン ト ピ ラ ー で 構 成 し 、 車 両 の 左 フ ロ ン ト ピ ラ ー を 第 １ の 左 フ ロ ン ト ピ ラ ー と 第 ２ の 左 フ
ロ ン ト ピ ラ ー で 構 成 し た フ ロ ン ト ピ ラ ー を 有 す る 右 ハ ン ド ル 車 の 車 両 の ボ デ ィ ー 構 造 で あ
っ て 、 第 １ お よ び 第 ２ の 右 フ ロ ン ト ピ ラ ー 間 に は 、 右 コ ー ナ ー ウ ィ ン ド ウ が 設 け ら れ 、 第
１ お よ び 第 ２ の 左 フ ロ ン ト ピ ラ ー 間 に は 、 左 コ ー ナ ー ウ ィ ン ド ウ が 設 け ら れ て お り 、 右 コ
ー ナ ー ウ ィ ン ド ウ は 、 運 転 席 の 中 心 を 通 る 車 体 の 前 後 方 向 に 走 る 直 線 か ら 車 両 前 方 を ゼ ロ
度 と し た と き の 右 側 へ ３ ５ 度 ～ ６ ０ 度 の 運 転 者 視 野 角 を 確 保 す る 位 置 に あ り 、 左 コ ー ナ ー
ウ ィ ン ド ウ は 、 運 転 席 の 中 心 を 通 る 車 体 の 前 後 方 向 に 走 る 直 線 か ら 車 両 前 方 を ゼ ロ 度 と し
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た と き の 左 側 へ ５ ０ 度 ～ ７ ５ 度 の 運 転 者 視 野 角 を 確 保 す る 位 置 に あ る た め 、 運 転 視 界 の 更
な る 向 上 を 、 車 体 強 度 を 保 ち つ つ 、 構 造 が 単 純 で 製 造 の 手 間 と コ ス ト が か か ら な い で 行 う
こ と が で き る 。 ま た 、 右 フ ロ ン ト ピ ラ ー を 第 １ の 右 フ ロ ン ト ピ ラ ー お よ び 第 ２ の 右 フ ロ ン
ト ピ ラ ー で 構 成 し 、 左 フ ロ ン ト ピ ラ ー を 第 １ の 左 フ ロ ン ト ピ ラ ー と 第 ２ の 左 フ ロ ン ト ピ ラ
ー で 構 成 し た フ ロ ン ト ピ ラ ー を 有 す る 左 ハ ン ド ル 車 の 車 両 の ボ デ ィ ー 構 造 で あ っ て 、 第 １
お よ び 第 ２ の 右 フ ロ ン ト ピ ラ ー 間 に は 、 右 コ ー ナ ー ウ ィ ン ド ウ が 設 け ら れ 、 第 １ お よ び 第
２ の 左 フ ロ ン ト ピ ラ ー 間 に は 、 左 コ ー ナ ー ウ ィ ン ド ウ が 設 け ら れ て お り 、 右 コ ー ナ ー ウ ィ
ン ド ウ は 、 運 転 席 の 中 心 を 通 る 車 体 の 前 後 方 向 に 走 る 直 線 か ら 車 両 前 方 を ゼ ロ 度 と し た と
き の 右 側 へ ５ ０ 度 ～ ７ ５ 度 の 運 転 者 視 野 角 を 確 保 す る 位 置 に あ り 、 左 コ ー ナ ー ウ ィ ン ド ウ
は 、 運 転 席 の 中 心 を 通 る 車 体 の 前 後 方 向 に 走 る 直 線 か ら 車 両 前 方 を ゼ ロ 度 と し た と き の 左
側 へ ３ ５ 度 ～ ６ ０ 度 の 運 転 者 視 野 角 を 確 保 す る 位 置 に あ る た め 、 運 転 視 界 の 更 な る 向 上 を
、 車 体 強 度 を 保 ち つ つ 、 構 造 が 単 純 で 製 造 の 手 間 と コ ス ト が か か ら な い で 行 う こ と が で き
る 。 さ ら に 、 第 １ お よ び 第 ２ の 右 フ ロ ン ト ピ ラ ー と 、 第 １ お よ び 第 ２ の 左 フ ロ ン ト ピ ラ ー
は 、 運 転 者 の 視 点 か ら 見 て 直 立 す る 角 度 で 車 両 に 形 成 さ れ て い る た め 、 運 転 視 界 の 更 な る
向 上 を 、 車 体 強 度 を 保 ち つ つ 、 構 造 が 単 純 で 製 造 の 手 間 と コ ス ト が か か ら な い で 行 う こ と
が で き る 。 ま た 、 第 １ の 右 フ ロ ン ト ピ ラ ー と 第 ２ の 右 フ ロ ン ト ピ ラ ー と 第 １ の 左 フ ロ ン ト
ピ ラ ー と 第 ２ の 左 フ ロ ン ト ピ ラ ー の そ れ ぞ れ の ピ ラ ー 幅 を ６ ０ ｍ ｍ 以 下 に す る た め 、 ピ ラ
ー に よ る 視 界 遮 蔽 部 を な く す こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 （ 実 施 例 ） を 添 付 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 先 ず 、 本 発 明 の 特 徴 を 説 明 す る 。
　 四 輪 車 の 運 転 者 は 、 交 差 点 で の 右 左 折 時 に ス ト レ ス を 感 じ る 場 合 が 多 い 。 複 数 方 向 の 道
路 状 況 や 信 号 等 、 多 く の こ と を 確 認 し な が ら 速 や か に 右 左 折 を 完 了 し な け れ ば な ら な い か
ら で あ る 。 従 来 車 の フ ロ ン ト ピ ラ ー は 、 フ ロ ン ト ウ ィ ン ド ウ 両 端 （ 車 室 コ ー ナ ー 部 ） に 左
右 対 称 に 設 け ら れ て い る 。 こ の た め 、 交 差 点 で の 右 左 折 時 に は 運 転 者 は 姿 勢 を 変 え て 外 界
視 認 を す る 必 要 が あ る 場 合 も 多 い 。 本 発 明 は 、 前 方 へ の 良 好 な 視 界 を 従 来 車 と 同 等 に 確 保
し な が ら 左 右 斜 め 前 方 の 視 界 の 更 な る 向 上 を 狙 っ た も の で あ る 。
　 本 発 明 は 、 図 １ お よ び 図 ９ に 示 す よ う に 、 フ ロ ン ト ピ ラ ー １ １ ， １ ３ を 従 来 車 よ り も 中
央 寄 り に 設 け て い る 点 に 特 徴 が あ る 。 こ の た め 、 左 右 斜 め 前 方 の 視 界 が 向 上 し て い る 。 ま
た 、 前 方 の 視 界 に つ い て は 、 後 述 す る よ う な フ ロ ン ト ピ ラ ー の 配 置 お よ び 幅 の 工 夫 に よ っ
て 、 従 来 車 と 同 様 に 良 好 に 確 保 し た 。
　 ま た 本 発 明 は 、 フ ロ ン ト ウ ィ ン ド ウ ８ の 位 置 を 車 両 中 軸 線 Ｃ ２ よ り も 運 転 席 寄 り に し 、
か つ 、 左 コ ー ナ ー ウ ィ ン ド ウ ２ ６ の サ イ ズ を 右 コ ー ナ ー ウ ィ ン ド ウ ２ ５ の サ イ ズ よ り も 大
き く し た 点 に 特 徴 が あ る 。 フ ロ ン ト ウ ィ ン ド ウ ８ の 位 置 お よ び 左 右 コ ー ナ ー ウ ィ ン ド ウ ２
５ ， ２ ６ の 大 小 関 係 は 、 運 転 席 が 右 側 に あ る こ と を 考 慮 し て 、 左 右 斜 め 前 方 の 視 界 が 同 等
に な り 、 か つ 車 両 ボ デ ィ ー の 強 度 が 十 分 に 維 持 で き る よ う に 決 定 し た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 車 両 の ボ デ ィ ー 構 造 を 示 す た め の 図 で あ る 。 図
１ は 車 両 を 上 方 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ に お い て 、 車 両 １ ０ は 、 フ ロ ン ト ピ ラ ー １ １ ， １ ２ （ 第 １ の 右 フ ロ ン ト ピ ラ ー １ １
， 第 ２ の 右 フ ロ ン ト ピ ラ ー １ ２ ） と フ ロ ン ト ピ ラ ー １ ３ ， １ ４ （ 第 １ の 左 フ ロ ン ト ピ ラ ー
１ ３ ， 第 ２ の 左 フ ロ ン ト ピ ラ ー １ ４ ） と サ イ ド ピ ラ ー １ ５ ， １ ６ と リ ア ピ ラ ー １ ７ ， １ ８
を 備 え て い る 。 ま た 、 車 両 １ ０ は 、 ル ー フ １ ９ と ボ ン ネ ッ ト ２ ０ と ト ラ ン ク リ ッ ド ２ １ 、
ヘ ッ ド ラ ン プ ２ ２ ， ２ ３ を 備 え 、 車 両 １ ０ 内 に は 、 運 転 席 ２ ４ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 サ イ ド ピ ラ ー １ ５ ， １ ６ と リ ア ピ ラ ー １ ７ ， １ ８ の 配 置 は 、 従 来 車 両 と 同 様 の 配 置 で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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　 フ ロ ン ト ピ ラ ー １ １ ， １ ２ ， １ ３ ， １ ４ は 、 後 で 述 べ る 実 験 に よ り 得 ら れ る フ ロ ン ト ピ
ラ ー の な い 車 両 で 運 転 者 が 右 左 折 を す る と き の 視 点 分 布 の ピ ー ク 位 置 と そ の 近 傍 を 避 け た
位 置 に 設 け る よ う に し て い る 。 運 転 者 の 体 格 等 に よ り 視 点 位 置 や 視 野 角 は 多 少 異 な る と 考
え ら れ る 。 そ こ で 、 フ ロ ン ト ピ ラ ー １ １ ～ １ ４ の 形 状 お よ び 配 置 は 、 平 均 的 な 体 格 の 運 転
者 を 想 定 し て 決 定 し た 。 よ り 具 体 的 に は 、 本 発 明 が 採 用 さ れ る 車 両 の タ ー ゲ ッ ト 顧 客 層 の
平 均 的 な 体 格 を 算 出 し た 上 で 、 そ の 体 格 を 有 す る 運 転 者 に と っ て 交 差 点 に お け る 右 左 折 時
の 視 界 が 最 も 良 好 に な り 、 か つ 、 車 両 ボ デ ィ ー の 強 度 が 十 分 に 確 保 で き る よ う な フ ロ ン ト
ピ ラ ー １ １ ～ １ ４ の 形 状 お よ び 配 置 と し た 。 こ こ で 、 平 均 的 な 体 格 と は 、 日 本 人 に 関 し て
は 例 え ば 、 社 団 法 人 人 間 工 学 研 究 セ ン タ ー 発 行 「 日 本 人 の 人 体 計 測 デ ー タ 」 １ ９ ９ ２ ～ １
９ ９ ４ の よ う な 十 分 な 母 数 に 基 づ く 実 計 測 体 格 デ ー タ か ら 得 ら れ る 。 そ し て 、 ピ ラ ー 配 置
の 基 準 と な る 「 平 均 的 な 体 格 に お け る 運 転 者 視 点 の ３ 次 元 位 置 」 は 、 上 記 の よ う な 平 均 的
な 体 格 を 有 す る 複 数 の 被 験 者 が 複 数 回 の 運 転 席 位 置 合 わ せ を す る こ と に よ っ て 特 定 で き る
。
　 な お 、 近 年 の 顧 客 志 向 性 の 向 上 に 対 応 し て 、 顧 客 個 々 人 に カ ス タ マ イ ズ し た フ ロ ン ト ピ
ラ ー 設 計 と し て も 良 い 。 こ の 場 合 に は 、 車 両 を 製 造 す る 前 に 顧 客 の 体 格 デ ー タ を 取 得 し 、
そ の 体 格 を 有 す る 第 三 者 ま た は 顧 客 自 身 が フ ロ ン ト ピ ラ ー の な い 車 両 で 運 転 し 、 右 左 折 を
す る と き の 視 点 分 布 を 測 定 す る 。 そ し て そ の 測 定 結 果 に 基 づ い て 、 フ ロ ン ト ピ ラ ー の 位 置
を 決 定 し 、 そ の 運 転 者 に 合 っ た 車 両 を 製 造 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 後 述 の フ ロ ン ト ピ ラ ー レ ス の 実 車 を 用 い て 複 数 の 運 転 者 に よ り 実 験 す る と 、 図 ４ に 示 す
よ う な 視 点 分 布 が 得 ら れ て い る 。 そ こ で 、 そ の 視 点 分 布 の ピ ー ク 位 置 と そ の 近 傍 を 含 め た
位 置 へ の フ ロ ン ト ピ ラ ー の 設 置 を 避 け た 。 す な わ ち 、 右 ハ ン ド ル 車 で は 、 運 転 席 の 中 心 を
通 る 図 １ の 直 線 Ｃ １ を 基 準 に 、 車 両 前 方 か ら 左 側 に ５ ０ 度 ～ ７ ５ 度 の 運 転 者 視 野 角 を 確 保
す る 位 置 お よ び 車 両 前 方 か ら 右 側 に ３ ５ 度 ～ ６ ０ 度 の 運 転 者 視 野 角 を 確 保 す る よ う に 、 そ
れ ら の 位 置 以 外 に フ ロ ン ト ピ ラ ー を 設 け る よ う に し て 本 発 明 の 車 両 ボ デ ィ ー を 作 製 す る 。
な お 、 左 ハ ン ド ル 車 で は 、 運 転 席 の 中 心 を 通 る 図 １ の 直 線 Ｃ １ を 基 準 に 、 車 両 前 方 か ら 左
側 に ３ ５ 度 ～ ６ ０ 度 の 運 転 者 視 野 角 を 確 保 す る 位 置 お よ び 車 両 前 方 か ら 右 側 に ５ ０ 度 ～ ７
５ 度 の 運 転 者 視 野 角 を 確 保 す る よ う に 、 そ れ ら の 位 置 以 外 に フ ロ ン ト ピ ラ ー を 設 け る よ う
に し て 本 発 明 の 車 両 ボ デ ィ ー を 作 製 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 で は 、 車 室 コ ー ナ ー 部 よ り も 中 央 寄 り に フ ロ ン ト ピ ラ ー １ １ ， １ ３ を 設 け る 結 果
、 第 １ の 右 フ ロ ン ト ピ ラ ー １ １ と 第 ２ の 右 フ ロ ン ト ピ ラ ー １ ２ の 間 に は 、 右 コ ー ナ ー ウ ィ
ン ド ウ ２ ５ が 設 け ら れ 、 第 １ の 左 フ ロ ン ト ピ ラ ー １ ３ と 第 ２ の 左 フ ロ ン ト ピ ラ ー １ ４ の 間
に は 、 左 コ ー ナ ー ウ ィ ン ド ウ ２ ６ が 設 け ら れ て い る 。 右 コ ー ナ ー ウ ィ ン ド ウ ２ ５ は 、 直 線
Ｃ １ か ら 右 側 へ ３ ５ 度 ～ ６ ０ 度 の 運 転 者 視 野 角 を 確 保 す る 位 置 に あ り 、 左 コ ー ナ ー ウ ィ ン
ド ウ ２ ６ は 、 直 線 Ｃ １ か ら 左 側 へ ５ ０ 度 ～ ７ ５ 度 の 運 転 者 視 野 角 を 確 保 す る 位 置 に あ る 。
ま た 、 詳 細 は 後 述 す る よ う に 、 第 １ の 右 フ ロ ン ト ピ ラ ー １ １ と 第 ２ の 右 フ ロ ン ト ピ ラ ー １
２ と 、 第 １ の 左 フ ロ ン ト ピ ラ ー １ ３ と 第 ２ の 左 フ ロ ン ト ピ ラ ー １ ４ は 、 運 転 者 の 視 点 か ら
見 て 直 立 し て 存 在 す る よ う な 角 度 で 車 両 の ル ー フ １ ９ と ボ ン ネ ッ ト ２ ０ の 間 に 形 成 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 車 両 １ ０ で は 従 来 の 車 両 の 左 右 Ａ ピ ラ ー を 左 右 と も 車 体 前 方
側 に シ フ ト し て ピ ラ ー １ １ ， １ ３ を 形 成 し 、 左 右 確 認 時 の 視 点 分 布 の 山 の 部 分 に ピ ラ ー が
か か ら な い よ う に す る と 共 に 、 従 来 よ り 大 き く な っ た ド ア 窓 部 の 強 度 を 向 上 さ せ る た め さ
ら に ピ ラ ー （ Ａ ’ ピ ラ ー と 呼 称 ） １ ２ ， １ ４ を 加 え 、 こ の ピ ラ ー 位 置 が 視 点 分 布 の 山 の 部
分 に か か ら な い よ う に 設 計 さ れ た 車 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 構 造 の さ ら な る 利 点 は 、 ピ ラ ー 本 数 を 増 や す こ と が 可 能 で あ る た め 、 従 来 と 同 等 の
強 度 を 確 保 す る だ け な ら 、 ピ ラ ー 幅 を 細 く す る こ と が 可 能 で あ る こ と で あ る 。 例 え ば 、 本
発 明 で は 、 ピ ラ ー の 水 平 方 向 の 幅 （ す な わ ち 、 運 転 者 か ら 見 え る ピ ラ ー の 幅 ） を ６ ０ ｍ ｍ
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（ 平 均 的 日 本 人 成 人 の 両 眼 の 幅 ） 以 下 に 設 計 し て い る た め 、 ピ ラ ー の 向 こ う に 存 在 し て い
る 物 体 を 運 転 者 が そ の ま ま の 姿 勢 で 左 右 い ず れ か の 目 で 必 ず 確 認 す る こ と が で き る 。 す な
わ ち 、 ピ ラ ー に よ る 視 界 遮 蔽 部 が 全 く な く な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 、 第 １ の 実 施 形 態 で の 車 両 の フ ロ ン ト ピ ラ ー の 配 置 を 決 定 す る た め の 実 験 の 方 法 に
つ い て 説 明 す る 。 実 際 の 右 左 折 場 面 で 運 転 者 の 周 囲 の 確 認 動 作 に お け る 視 線 の 方 向 分 布 を
測 定 し 調 べ た 。 具 体 的 に は 、 図 ２ で 示 す フ ロ ン ト ピ ラ ー の な い 車 両 を 試 作 し 、 ９ ０ 度 交 差
点 右 左 折 時 の 視 点 分 布 を 計 測 す る 実 験 を 行 っ た 。 視 線 は ア イ マ ー ク レ コ ー ダ を 使 っ て 計 測
し た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ２ の 実 験 用 車 両 に つ い て 説 明 す る 。 実 験 用 車 両 ３ ０ は 、 サ イ ド ピ ラ ー ３ １ と サ イ ド ピ
ラ ー ３ ２ を 備 え て い る が 、 フ ロ ン ト ピ ラ ー は な い 車 両 で あ る 。 そ し て 、 運 転 席 は 右 側 に あ
り 、 運 転 者 ３ ３ に は 、 視 線 を 測 定 す る た め の ア イ マ ー ク レ コ ー ダ ３ ４ が 取 り 付 け ら れ て い
る 。 こ の フ ロ ン ト ピ ラ ー の な い 車 両 を 用 い る こ と に よ り 、 運 転 者 が 視 界 が 拘 束 さ れ な い 自
然 の 状 態 で は ど の よ う に し て 確 認 動 作 を す る か を 調 べ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 実 験 は 、 次 の よ う に し て 行 わ れ た 。 実 験 を 行 っ た 運 転 者 は 上 述 の 平 均 的 体 格 を 持 つ ３ ０
歳 代 の 男 性 で あ る 。 な お 、 本 来 ピ ラ ー は 三 次 元 的 配 置 を 持 ち 、 ピ ラ ー 上 部 と ピ ラ ー 下 部 と
で は 、 運 転 者 と の 相 対 位 置 関 係 は 異 な る の が 普 通 で あ る 。 本 実 験 で は 外 界 確 認 に 最 も 重 要
な 目 の 高 さ 付 近 の 水 平 面 で の ピ ラ ー 位 置 を 優 先 的 に 最 適 化 す る も の と す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 実 験 用 車 両 ３ ０ で 一 般 的 に 見 ら れ る 交 差 点 を 右 左 折 し 、 ア イ マ ー ク レ コ ー ダ ３ ４ に て 視
点 分 布 を 測 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 例 で は 最 も 一 般 的 な 例 と し て 、 図 ３ で 示 す 道 路 構 造 令 で 定 め る 二 車 線 道 路 （ 幅 員 １ ０
． ５ ｍ ） 同 士 の 直 交 交 差 点 ４ ０ を 対 象 に 選 ん だ 。 交 差 点 ４ ０ に は 視 線 分 布 測 定 に 悪 影 響 を
与 え る 可 能 性 の あ る 、 特 別 に 注 意 を 引 く よ う な 物 体 は 存 在 し な か っ た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ３ を 説 明 す る 。 図 ３ は 、 実 験 で 用 い た 交 差 点 ４ ０ の 上 方 か ら 見 た 図 で あ る 。 幅 １ ０ ．
５ ｍ の 道 路 ４ １ と 同 じ く 幅 １ ０ ． ５ ｍ の 道 路 ４ ２ が 交 差 し て い る 。 符 号 ４ ３ ， ４ ４ は 横 断
歩 道 で あ る 。 道 路 ４ １ に お い て 、 実 験 用 車 両 ３ ０ が 交 差 点 ４ ０ に 進 入 す る 様 子 を 示 し て い
る 。 実 験 で は 、 実 験 用 車 両 ３ ０ が 矢 印 ４ ５ で 示 す 左 折 ル ー ト を 取 る と き と 、 矢 印 ４ ６ で 示
す 右 折 ル ー ト を 取 る と き の 両 方 に つ い て 平 面 座 標 上 に お け る 運 転 者 視 線 の 車 両 ３ ０ に 対 す
る 角 度 を 所 定 の 時 間 間 隔 毎 （ ３ ３ ｍ ｓ ） に サ ン プ リ ン グ す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 な お 、 視 点 測 定 は 道 路 ４ １ で 直 進 し て い る 車 両 初 期 位 置 （ 直 進 状 態 ） か ら 車 両 方 位 が ４
５ 度 変 化 す る ま で の 間 に 限 定 す る 。 と い う の は 、 こ れ 以 上 の 曲 が り 角 の 状 態 に お い て は 、
新 た な 道 路 （ 進 路 ） 前 方 向 に 視 線 が 固 定 さ れ 、 右 折 時 の 様 々 な 方 向 へ の 視 線 分 布 が 得 ら れ
な く な る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ４ は 、 平 均 的 体 格 を 有 す る ３ ０ 歳 代 男 性 の 、 実 験 結 果 を 示 す 。 図 ４ の 横 軸 は 、 車 両 前
方 の 角 度 を ０ ° と し た と き の 、 視 線 の 水 平 角 度 で あ り 、 正 の 値 は 右 方 向 、 負 の 値 は 左 方 向
の 角 度 を 示 す 。 縦 軸 は 、 右 左 折 す る と き に サ ン プ リ ン グ し た 視 線 の 角 度 毎 の 頻 度 を 示 す 。
曲 線 Ｃ １ ０ は 、 左 折 の 時 の 視 点 分 布 で あ り 、 曲 線 Ｃ １ １ は 、 右 折 の 時 の 視 点 分 布 で あ る 。
実 験 用 車 両 ３ ０ で は 右 ４ ５ 度 、 左 ６ ５ 度 付 近 に 視 点 分 布 の 山 が 観 察 で き る 。 つ ま り 遮 る 物
の な い 理 想 的 視 界 状 況 で は 交 差 点 右 左 折 時 、 最 も 頻 度 の 高 い 外 界 確 認 方 向 は 右 ４ ５ 度 （ 右
折 時 ） 、 左 ６ ５ 度 （ 左 折 時 ） で あ る こ と が 分 か る 。 な お 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 左 折 時 の 視
線 分 布 Ｃ １ ０ よ り も 右 折 時 の 視 線 分 布 Ｃ １ １ の 方 が 、 左 右 の 両 方 向 に 亘 っ て 高 頻 度 に 視 線
分 布 が 計 測 さ れ て い る 。 こ れ は 、 交 差 点 に お け る 左 折 よ り も 右 折 の 方 が 交 差 点 中 央 付 近 を
大 回 り し て 時 間 も か か り 、 そ の 間 運 転 者 は 複 数 の 方 向 に 視 線 を 移 し て 確 認 作 業 を す る 必 要
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が あ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 上 記 の 実 験 結 果 に 基 づ き 、 従 来 例 で 述 べ た よ う な （ １ ） 車 体 の 強 度 を 上 げ に く い 、 （ ２
） 構 造 が 複 雑 、 と い う 問 題 を 解 決 し つ つ 、 運 転 者 の 周 囲 の 確 認 行 動 に 適 合 し た 本 発 明 の フ
ロ ン ト ピ ラ ー を 詳 述 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ５ は 図 ４ の 視 点 分 布 と 本 発 明 の フ ロ ン ト ピ ラ ー １ １ ～ １ ４ と の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
図 ５ に 示 す よ う に 、 フ ロ ン ト ピ ラ ー １ １ ～ １ ４ は 左 右 折 時 の 視 点 分 布 の ピ ー ク を 外 し た 位
置 に 設 け ら れ て い る 。 な お 、 フ ロ ン ト ピ ラ ー １ １ ～ １ ４ の 角 度 位 置 は 、 被 験 者 （ 平 均 的 体
格 ） の 視 点 高 さ に お け る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 以 上 の よ う に し て 、 目 線 の 高 さ 平 面 で の ピ ラ ー 位 置 を 決 定 後 、 こ の 角 度 を 保 存 し た 状 態
で ピ ラ ー 下 部 と 上 部 の 位 置 を 決 定 し た 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ６ は 、 ３ ０ 歳 代 の 平 均 的 体 格 を 持 つ 男 性 ３ 人 の 右 左 折 敢 行 中 の 視 点 分 布 を 測 定 し た と
き の 平 均 を 示 す グ ラ フ で あ る 。 実 験 方 法 お よ び グ ラ フ 座 標 軸 は 、 図 ４ と 同 様 で あ る 。 図 ６
に 示 す よ う に 、 図 ４ の 実 験 時 と は 異 な る 複 数 の 被 験 者 で 実 験 を 行 っ て も 、 図 ４ と 同 様 の グ
ラ フ が 得 ら れ て い る 。 す な わ ち 、 遮 る 物 の な い 理 想 的 視 界 状 況 で は 交 差 点 右 左 折 時 、 最 も
頻 度 の 高 い 確 認 位 置 は 右 ４ ５ 度 （ 右 折 時 ） 、 左 ６ ５ 度 （ 左 折 時 ） 付 近 で あ る こ と が 分 か る
。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 上 記 グ ラ フ に よ り 、 視 点 の 停 留 分 布 の 山 の 部 分 を 避 け て ピ ラ ー を 設 置 す れ ば 、 自 然 な 安
全 確 認 に 適 合 し た ピ ラ ー 配 置 と な る 。 し か し 、 右 左 折 時 の 視 点 分 布 を 過 度 に 避 け る と フ ロ
ン ト ピ ラ ー １ １ ， １ ３ が 車 両 前 方 に 来 す ぎ て し ま い 、 直 進 時 の 外 界 視 認 性 を 阻 害 し て し ま
う 。 そ こ で 、 本 発 明 で は 視 点 分 布 の 山 の 部 分 を 、 あ る し き い 値 （ 点 線 Ｌ ３ ０ ） で 切 り 出 し
て 最 適 化 を 図 っ た 。 点 線 Ｌ ３ ０ で 示 す し き い 値 は 、 山 の 立 ち 上 が り か ら ピ ー ク ま で の 部 分
を 適 切 に 含 む よ う に 決 定 す る 。 本 例 で は 視 点 分 布 の ピ ー ク 度 数 は 左 右 と も に 約 ４ ８ と な る
の で 、 そ の 半 分 の 度 数 ２ ４ を 視 点 分 布 が 多 い ／ 少 な い を 決 め る し き い 値 と し て 採 用 し た 。
こ の 結 果 、 平 均 的 体 格 の 運 転 者 の 視 点 高 さ に は 、 図 ６ に 示 す 水 平 角 度 方 向 に フ ロ ン ト ピ ラ
ー １ １ ～ １ ４ が 存 在 す る こ と と な っ た 。 な お 、 し き い 値 Ｌ ３ ０ は 、 フ ロ ン ト ピ ラ ー １ １ ～
１ ４ の サ イ ズ や 強 度 、 他 の ピ ラ ー と の 配 置 バ ラ ン ス 、 車 両 の タ イ プ や サ イ ズ 、 カ ス タ マ イ
ズ 時 の 顧 客 の 視 線 配 分 の く せ 等 に 応 じ て 適 宜 設 定 さ れ る も の と す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ７ は 、 運 転 者 か ら の ピ ラ ー の 位 置 の 視 線 の 角 度 を 示 す 。 第 ２ の 左 フ ロ ン ト ピ ラ ー は 、
約 ー ８ ０ ° の 方 位 の 位 置 、 第 １ の 左 フ ロ ン ト ピ ラ ー は 、 約 － ４ ５ ° の 方 位 の 位 置 、 第 １ の
右 フ ロ ン ト ピ ラ ー は 、 約 ３ ０ ° の 方 位 の 位 置 、 第 ２ の 右 フ ロ ン ト ピ ラ ー は 、 約 ６ ５ ° の 位
置 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 後 は 、 上 記 で 決 め た 角 度 を 逸 脱 し な い よ う に 、 ボ デ ィ ー 本 体 に お け る ピ ラ ー 下 部 接 続 点
と 、 ル ー フ に お け る ピ ラ ー 上 部 接 続 点 を 決 定 す れ ば よ い 。 な お 、 こ の 決 定 に 際 し て は 、 車
体 強 度 、 車 体 空 気 抵 抗 、 車 体 デ ザ イ ン 等 を 加 味 し て 各 ピ ラ ー の 三 次 元 的 形 状 を 決 め て も 良
い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ こ で は 、 図 ８ で 示 す よ う に 以 下 の 方 法 で ピ ラ ー 配 置 を 決 定 し た 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 車 両 ５ ０ に お い て 、 （ １ ） 車 両 商 品 性 要 求 か ら 、 三 次 元 で の 乗 員 キ ャ ビ ン 境 界 線 Ｌ ４ ０
、 ル ー フ 境 界 Ｌ ４ １ を 決 定 す る 。 （ ２ ） 視 線 分 布 の グ ラ フ よ り 求 め た ピ ラ ー 方 向 を 含 む 地
面 と 垂 直 な 平 面 Ｐ １ ０ ， Ｐ １ １ ， Ｐ １ ２ ， Ｐ １ ３ を 考 え る 。 （ ３ ） 上 記 平 面 が キ ャ ビ ン 境
界 Ｌ ４ ０ と 交 わ る 点 Ｄ １ ０ ， Ｄ １ １ ， Ｄ １ ２ ， Ｄ １ ３ を 、 ピ ラ ー 下 部 接 続 点 、 ル ー フ 境 界
Ｌ ４ １ と 交 わ る 点 Ｄ ２ ０ ， Ｄ ２ １ ， Ｄ ２ ３ ， Ｄ ２ ４ を ピ ラ ー 上 部 接 続 点 と す る 。 （ ４ ） ピ
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ラ ー の 両 端 座 標 が 決 定 し た の で 、 上 記 二 点 を 連 結 し 、 実 際 の ピ ラ ー 空 間 配 置 と す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 以 上 の よ う に し て 設 計 し た ピ ラ ー は 、 運 転 者 か ら 見 る と 地 面 か ら 垂 直 に 立 っ て い る よ う
に 見 え る 。 従 来 ピ ラ ー は 運 転 者 の 視 界 を 斜 め に 横 切 っ て い た が 、 本 設 計 で 得 ら れ た 垂 直 に
見 え る ピ ラ ー は 、 同 じ 太 さ の 場 合 、 ピ ラ ー に よ る 影 の 部 分 が 最 小 と す る こ と が 可 能 で あ る
。 本 施 策 を 具 現 化 し た 車 の 評 価 を 行 っ て み た と こ ろ 、 運 転 者 か ら 見 え る ピ ラ ー 幅 を ６ ０ ｍ
ｍ 以 内 と す る こ と で 圧 迫 感 を 取 り 除 く こ と が で き た 。 ６ ０ ｍ ｍ は 日 本 人 成 人 の 平 均 的 な 両
目 間 隔 以 下 で あ り 、 こ の よ う な ピ ラ ー を 通 し て 外 界 を 見 る と 、 ピ ラ ー 真 後 ろ の 物 体 も 、 右
目 か 左 目 か ど ち ら か 一 方 で 必 ず 捉 え る こ と が で き 、 視 野 の 遮 蔽 を 感 じ な い か ら で あ る 。 な
お 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 本 発 明 で は 左 右 斜 め 前 方 の 視 野 角 を 同 等 に 確 保 す る 点 に 特 徴 が あ
る 。 こ の 結 果 、 フ ロ ン ト ウ ィ ン ド ウ ８ は 、 車 両 中 軸 線 Ｃ ２ よ り も 運 転 席 側 に 近 づ き 、 左 コ
ー ナ ー ウ ィ ン ド ウ ２ ６ は 、 右 コ ー ナ ー ウ ィ ン ド ウ ２ ５ よ り も 大 き く 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ９ は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 車 両 の ボ デ ィ ー 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
　 こ の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 実 施 形 態 か ら 両 Ａ ’ ピ ラ ー を 取 り 去 っ た 車 で あ る 。 そ れ 以 外
は 同 様 の 構 造 な の で 、 同 様 の 構 成 要 件 に は 同 じ 符 号 を 付 し 説 明 を 省 略 し た 。 ド ア 窓 開 放 部
が 大 き く と も 十 分 な 車 体 強 度 が 確 保 で き る 車 へ の 適 用 例 で あ る 。 先 の 実 験 で 示 し た よ う に
、 ピ ラ ー の 位 置 は 、 視 線 分 布 が 少 な い 位 置 で あ る 。 そ れ ゆ え 、 視 野 の 更 な る 向 上 を 図 る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 な お 、 第 １ の 実 施 形 態 、 第 ２ の 実 施 形 態 と も 、 日 本 が 左 側 通 行 で あ る と い う 特 殊 性 を 反
映 し て 左 右 非 対 称 と な っ て い る 。 し か し 当 然 な が ら 視 点 分 布 ピ ー ク を 避 け た 状 態 で 左 右 対
称 と す る 配 置 も 可 能 で あ る 。 輸 出 可 能 性 （ 左 ハ ン ド ル 仕 様 の 開 発 ） も 考 慮 す る と 左 右 対 称
構 造 の メ リ ッ ト も 高 い 。 上 述 の 如 く 、 本 発 明 で は 、 フ ロ ン ト ピ ラ ー １ １ ， １ ３ を 従 来 車 よ
り も 前 方 寄 り に 設 け 、 フ ロ ン ト ウ ィ ン ド ウ ８ の 位 置 を 運 転 席 寄 り に し 、 か つ 、 左 コ ー ナ ー
ウ ィ ン ド ウ ２ ６ の サ イ ズ を 右 コ ー ナ ー ウ ィ ン ド ウ ２ ５ の サ イ ズ よ り も 大 き く し た の で 、 斜
め 前 方 の 視 野 角 が 左 右 同 等 に な り 、 従 来 車 よ り も 顕 著 に 向 上 す る 。 ま た 、 し き い 値 Ｌ ３ ０
に 基 づ き 不 必 要 に フ ロ ン ト ピ ラ ー １ １ ， １ ３ が 前 方 に 寄 ら な い よ う に し 、 か つ 、 フ ロ ン ト
ピ ラ ー １ １ ， １ ３ が 運 転 者 か ら 直 立 し て い る よ う に 形 成 し 、 さ ら に ピ ラ ー １ １ ， １ ３ の 幅
を ６ ｃ ｍ 以 下 に し た の で 、 前 方 の 視 界 も 従 来 車 と 同 等 に 良 好 に 確 保 す る こ と が で き た 。
　 但 し 、 ピ ラ ー の 配 置 位 置 に 応 じ て ピ ラ ー 幅 を 適 宜 ６ ｃ ｍ 以 上 と す る こ と も 可 能 で あ る 。
　 本 発 明 で は 、 視 線 分 布 の 実 験 結 果 に 基 づ い て フ ロ ン ト ピ ラ ー １ １ ， １ ３ の 位 置 を 図 １ 、
図 ５ 、 図 ６ お よ び 図 ９ の よ う に 設 定 し た の で 、 周 囲 視 認 に 関 す る 最 適 環 境 が 実 現 し て い る
。
　 ま た 、 ピ ラ ー の 強 度 や 車 両 の サ イ ズ 等 を 考 慮 し て 、 図 １ に お い て ピ ラ ー １ ２ の み を 排 除
し て 右 斜 め 方 向 の 視 野 を さ ら に 向 上 さ せ て も 良 い 。
　 な お 、 本 発 明 は 、 四 輪 車 に 限 ら れ ず 、 運 転 者 が 自 由 軌 道 を 運 転 す る 他 の 移 動 車 の ボ デ ィ
ー 構 造 に も 適 用 可 能 で あ る 。
　 ピ ラ ー に ふ く ら み を 持 た せ て 狭 幅 に す る 代 わ り に 強 度 向 上 を 図 っ て も 良 い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 本 発 明 は 、 視 界 を 向 上 さ せ た 車 両 に 用 い る 車 両 の ボ デ ィ ー 構 造 と し て 利 用 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 車 両 の フ ロ ン ト ピ ラ ー の 配 置 を 示 す た め の 図 で あ
る 。
【 図 ２ 】 実 験 用 車 両 に つ い て 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 験 で 用 い た 交 差 点 の 上 方 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ３ ０ 歳 代 男 性 の 、 特 に 視 線 の 水 平 方 向 成 分 の 分 布 に つ い て 、 実 験 結 果 を 示 す 図 で
あ る 。
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【 図 ５ 】 実 験 結 果 か ら 決 定 す る ピ ラ ー 配 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 ３ ０ 歳 代 の 平 均 的 体 格 を 持 つ 男 性 ３ 人 の 右 左 折 敢 行 中 の 視 点 分 布 を 測 定 し た と き
の 、 そ の 水 平 方 向 の 平 均 分 布 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ７ 】 運 転 者 か ら の ピ ラ ー の 位 置 の 視 線 の 角 度 を 示 す 。
【 図 ８ 】 決 定 し た フ ロ ン ト ピ ラ ー の 配 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 車 両 の フ ロ ン ト ピ ラ ー の 配 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 １ ０ 　 　 　 　 　 車 両
　 １ １ 　 　 　 　 　 フ ロ ン ト ピ ラ ー
　 １ ２ 　 　 　 　 　 フ ロ ン ト ピ ラ ー
　 １ ３ 　 　 　 　 　 フ ロ ン ト ピ ラ ー
　 １ ４ 　 　 　 　 　 フ ロ ン ト ピ ラ ー
　 １ ５ 　 　 　 　 　 サ イ ド ピ ラ ー
　 １ ６ 　 　 　 　 　 サ イ ド ピ ラ ー
　 １ ７ 　 　 　 　 　 リ ア ピ ラ ー
　 １ ８ 　 　 　 　 　 リ ア ピ ラ ー
　 １ ９ 　 　 　 　 　 ル ー フ
　 ２ ０ 　 　 　 　 　 ボ ン ネ ッ ト
　 ２ １ 　 　 　 　 　 ト ラ ン ク リ ッ ド
　 ２ ２ ， ２ ３ 　 　 ヘ ッ ド ラ ン プ
　 ２ ４ 　 　 　 　 　 運 転 席
　 ２ ５ 　 　 　 　 　 右 コ ー ナ ー ウ ィ ン ド ウ
　 ２ ６ 　 　 　 　 　 左 コ ー ナ ー ウ ィ ン ド ウ
　 ３ ０ 　 　 　 　 　 実 験 用 車 両
　 ３ １ 　 　 　 　 　 サ イ ド ピ ラ ー
　 ３ ２ 　 　 　 　 　 サ イ ド ピ ラ ー
　 ３ ３ 　 　 　 　 　 運 転 者
　 ３ ４ 　 　 　 　 　 ア イ マ ー ク レ コ ー ダ ー
　 ４ ０ 　 　 　 　 　 直 交 交 差 点
　 ４ １ 　 　 　 　 　 道 路
　 ４ ２ 　 　 　 　 　 道 路
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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